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建
築
全
般
に
わ
た
る
も
の
づ
く
り
政
策
を
規

定
す
る
も
の
で
し
た
。

　現
在
の
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営

繕
部
の
系
譜
と
な
る
組
織
は
、
明
治
政
府
の

創
設
直
後
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
組
織
は
時
代

と
と
も
に
変
化
し
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
、

官
庁
施
設
の
整
備
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

国
の
威
信
を
か
け
た
官
庁
集
中
計
画

　霞
が
関
地
区
の
原
型
は
明
治
時
代
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
近
代
国
家
と
し
て
歩
み
出
し

た
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
治
外
法
権
を
撤
廃

し
、
諸
外
国
と
の
対
等
な
国
交
を
樹
立
す
る

た
め
の
不
平
等
条
約
の
改
正
は
大
変
重
要
な

課
題
で
し
た
。

　当
時
の
外
務
大
臣
だ
っ
た
井
上
馨か

お
るは
交
渉

を
有
利
に
進
め
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
壮

麗
な
中
央
官
庁
街
を
建
設
し
、
国
会
議
事
堂

を
含
む
近
代
的
な
官
庁
建
築
の
姿
を
諸
外
国

に
示
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　明
治
19（
1 

8 

8 

6
）年
、内
閣
直
属
の「
臨

時
建
設
局
」
を
設
置
し
て
自
ら
総
裁
に
就
任

し
、
政
府
の
中
枢
機
関
を
霞
が
関
に
集
中
さ

せ
る
「
官
庁
集
中
計
画
」
を
実
行
す
る
た
め

に
、
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
て
い
た
建
築
家
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
と
ヘ
ル
マ
ン
・
エ

ン
デ
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。ベ
ッ
ク
マ
ン
は
、

東
は
築
地
本
願
寺
、
西
は
日
枝
神
社
に
わ
た

る
壮
大
な
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
後
日

本
側
の
財
政
事
情
も
考
慮
し
て
、
エ
ン
デ
に

よ
っ
て
、
日
比
谷
練
兵
場
周
辺
に
官
庁
施
設

を
集
中
配
置
す
る
縮
小
案
に
変
更
さ
れ
ま 

せ
ん
。
災
害
対
策
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能

も
着
実
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
、
第

4
号
館
の
免
震
改
修
工
事
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
省
エ
ネ

化
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
の
社
会
的

要
請
に
応
え
る
た
め
の
機
能
向
上
や
改
修
工

事
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　霞
が
関
地
区
は
、
明
治
か
ら
戦
前
、
戦
後

を
通
じ
て
、
国
政
の
重
要
な
機
能
が
集
積
さ

れ
、
そ
の
存
在
自
体
が
歴
史
的
な
意
義
と
価

値
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
土
交

通
省
で
は
、
今
後
と
も
品
格
を
備
え
た
地
区

と
な
る
よ
う
心
が
け
る
と
と
も
に
、
国
家
機

関
の
機
能
向
上
に
資
す
る
た
め
の
整
備
・
活

用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
た
。

　そ
の
案
に
基
づ
き
、
最
初
に
司
法
省
庁
舎

（
現
・
法
務
省
赤
れ
ん
が
棟
）
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
計
画
地
が
軟
弱

地
盤
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
に
、
桜

田
通
り
に
面
す
る
現
在
地
に
変
更
さ
れ
明
治

28
（
1 

8 

9 

5
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
軟

弱
地
盤
の
区
域
は
公
園
（
現
・
日
比
谷
公
園
）

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
霞
が
関
地

区
の
骨
格
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
霞
が
関
地
区
の
成
立

　大
正
12
（
1 

9 

2 

3
）
年
の
関
東
大
震
災

で
、
多
く
の
施
設
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
震
災
後
、
応
急
復
旧
と
し
て
大
手
町
に

仮
設
の
官
庁
街
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

に
入
り
、
官
庁
施
設
の
霞
が
関
地
区
へ
の
集

中
配
置
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
昭
和
4
（
1 

9 

2 

9
）
年
竣
工
の
総
理
大
臣
官
邸
を
皮

切
り
に
、
警
視
庁
、
内
務
省
、
文
部
省
、
会

計
検
査
院
の
庁
舎
が
次
々
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
11
（
1 

9 

3 

6
）
年
の
国
会
議
事

堂
の
竣
工
に
よ
っ
て
、
官
庁
集
中
計
画
は
目

に
見
え
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

　戦
後
は
、
土
地
の
高
度
利
用
、
建
築
費
の

節
減
、
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、
庁
舎
の

合
同
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農

林
水
産
省
が
入
居
す
る
中
央
合
同
庁
舎
第
1

号
館
の
建
設
（
昭
和
32
（
1 

9 

5 

7
）
年
竣

工
）
に
始
ま
り
、
現
在
、
内
閣
府
が
入
居
す

る
第
8
号
館
ま
で
完
成
し
て
い
ま
す
。

　国
の
機
能
は
、
ど
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、

一
瞬
た
り
と
も
停
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

官
庁
営
繕
の
歴
史

　「営
繕
」
と
は
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
で
す
が
、「
営
」
は
建
物
を
建
て
、「
繕
」

は
修
繕
す
る
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
語
源
は
千
年
以
上
も
さ
か
の
ぼ
る
も

の
で
、
7
0
1
年
の
大
宝
律
令
に
営
繕
令

と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
営

繕
令
は
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
武
器
の
製
造
、

船
や
橋
、
堤
防
の
造
営
な
ど
、
現
代
の
土
木・

エンデの計画図。計画で最初に着工した司法省は、計画地の地盤が弱いと判明、現在の桜
田通りに面した敷地に変更された。予定していた土地は日比谷公園になり、現在の霞が関
地区の官庁街の骨格ができた。
藤森照信「明治の東京計画」（岩波書店 1982）より

霞が関地区（正式名称「霞が関団地一団地の官公庁施設」）
は、皇居に隣接し、江戸時代から続く大きな敷地割りが数百年
維持されてきた地区。現在は約103万m2の土地に、延べ床
面積約226万m2に及ぶ官庁施設が形成されている。
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国
会
議
事
堂
や

法
務
省
赤
れ
ん
が
棟
の

建
物
っ
て

歴
史
を
感
じ
る
ね
。

今
日
、お
話
を
し
て
く
れ
る

国
土
交
通
省 

大
臣
官
房

官
庁
営
繕
部
の

中
山
企
画
専
門
官
で
す
ね
！

官
庁
施
設
が
集
ま
る

こ
の
一
帯
は

霞
が
関
地
区
と

呼
ば
れ
ま
す
。

立
法
、司
法
、行
政
の

三
権
の
機
関
が
集
ま
り

明
治
か
ら
戦
前
、戦
後
を

通
じ
て
長
い
時
間
を
か
け
て

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
き
た

地
区
な
の
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

い
い
と
こ
ろ
に

気
が
付
き
ま
し
た
ね
。

は
い
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

ど
れ
も
と
て
も

す
て
き
だ
よ
ね
ー

全
国
の
官
庁
施
設
の
ほ
か
、

国
政
の
重
要
な
機
能
が
集
ま
る

こ
の
霞
が
関
地
区
の

整
備
・
活
用
を
担
っ
て
い
る
の
が

官
庁
営
繕
部
で
す
。

こ
れ
は「
法
務
省
赤
れ
ん
が
棟
」の

創
建
当
時
の
姿
で
す
。

霞
が
関
地
区
で

最
初
に
竣
工
し
た
も
の
で
、

当
時
は
、司
法
省
庁
舎
で
し
た
。

平
成
の
復
原
大
改
修
を
経
て
、

1
2
0
年
間
こ
こ
に

建
ち
続
け
て
い
る
の
で
す
。

今
も
霞
が
関
に
残
る
威
風
堂
々
と

し
た
歴
史
的
な
建
物
は
、

明
治
政
府
が
近
代
国
家
日
本
を

内
外
に
示
そ
う
と
尽
力
し
た

歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

立
法
、司
法
、行
政

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
機
関
の

建
築
物
に
つ
い
て

整
備
お
よ
び
指
導
・
監
督
を

し
て
い
ま
す
。

整備および
指導・監督 官庁営繕部

東
京
駅

各機関

「建築雑誌113号」（日本建築学会）より

霞が関地区と官庁営繕部
東京都
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